
－ 1－

一
　
は
じ
め
に

大
塩
平
八
郎
の
主
著
は
﹃
洗
心
洞
劄
記
﹄
で
あ
る
︒
大
塩
平
八
郎
の
著
書
の
中
で
は
﹃
洗
心
洞
劄
記
﹄
が
頻
繁
に
刊
行
さ
れ
た
か
ら
︑

﹃
洗
心
洞
劄
記
﹄
が
主
著
で
あ
る
こ
と
に
は
特
に
異
論
は
な
い
︒
し
か
し
︑
大
塩
平
八
郎
が
思
索
を
懲
ら
し
て
最
初
に
書
き
続
け
た
著
書
は

﹃
洗
心
洞
劄
記
﹄
で
は
な
く
し
て
︑﹃
古
本
大
学
刮
目
﹄
で
あ
っ
た
︒
此
の
事
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
︒

先
に
大
塩
平
八
郎
の
生
涯
を
概
観
し
て
お
き
た
い
︒

第
一
期
︒
修
学
時
代
・
摸
索
時
代
︒

 

一
七
七
二
年
・
安
永
元
年
~
一
八
一
五
年
・
文
化
一
二
年
︒
誕
生
か
ら
二
十
三
歳
ま
で
︒

 

こ
の
間
十
四
歳
︒
大
阪
東
町
奉
行
所
与
力
見
習
と
し
て
出
仕
︒

第
二
期
︒
大
阪
東
町
奉
行
所
与
力
時
代
︒

 

一
八
一
六
年
・
文
化
一
三
年
~
一
八
三
〇
年
・
天
保
元
年
︒
二
十
四
歳
か
ら
三
十
八
歳
ま
で
︒

 
 

 

呂
新
吾
の
﹃
呻
吟
語
﹄
を
媒
介
し
て
王
陽
明
の
良
知
心
学
に
開
眼
す
る
︒
結
核
︵
？
︶
を
抱
え
な
が
ら
︑
大
阪
東
町
奉
行
の
高

吉

田

公

平

大
塩
平
八
郎
の
『
古
本
大
学
刮
目
』
に
つ
い
て
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井
実
徳
に
重
用
さ
れ
て
辣
腕
を
振
る
い
三
大
事
功
︵
豊
田
貢
事
件
︒
弓
削
新
左
衛
門
事
件
︒
破
戒
僧
事
件
︶
を
処
理
︒
こ
の
間
︑

頼
山
陽
︑
田
能
村
竹
田
な
ど
と
交
流
す
る
︒
王
陽
明
三
百
年
祭
を
行
う
︒
高
井
実
德
が
大
阪
東
町
奉
行
を
辞
職
し
た
の
に
伴
い
︑

大
阪
東
町
奉
行
与
力
を
辞
職
す
る
︒

第
三
期
︒
洗
心
洞
に
て
講
学
に
専
念
し
て
良
知
心
学
を
深
め
︑
著
書
を
公
刊
す
る
︒

 

一
八
三
一
年
・
天
保
二
年
~
一
八
三
五
年
・
天
保
六
年
︒
三
十
九
歳
か
ら
四
十
三
歳
ま
で
︒

第
四
期
︒
所
謂
大
塩
の
乱
︒

 

一
八
三
六
年
・
天
保
七
年
~
一
八
三
七
年
・
天
保
八
年
︒

大
塩
平
八
郎
の
生
涯
を
四
期
に
区
分
し
た
が
便
宜
論
に
過
ぎ
な
い
︒
大
塩
平
八
郎
が
佐
藤
一
斎
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
︑
修
学
課
程
に

つ
い
て
述
懐
し
て
い
る
以
外
に
は
︑
自
ら
語
る
事
が
少
な
い
の
で
︑
詳
細
は
分
か
ら
な
い
︒
所
謂
大
塩
の
乱
の
た
め
に
大
塩
平
八
郎
自
身

が
焼
却
し
た
こ
と
︑
厖
大
な
蔵
書
を
貧
民
救
済
の
た
め
に
売
却
し
た
こ
と
︑
関
係
者
が
反
乱
の
累
を
恐
れ
て
大
塩
平
八
郎
と
の
縁
を
語
る

事
を
控
え
た
こ
と
︑
な
ど
の
た
め
に
究
明
を
困
難
に
し
て
い
る
︒

第
二
期
の
与
力
時
代
の
事
は
︑
そ
の
職
責
の
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て
基
礎
知
識
に
乏
し
い
の
で
︑
門
外
漢
の
小
生
は
発
言
す
る
資
格
が

無
い
︒

第
四
期
の
所
謂
大
塩
の
乱
に
つ
い
て
は
︑
そ
の
経
緯
︑
事
後
処
理
︑
乱
後
の
風
説
︑
明
治
大
正
期
の
文
化
史
に
お
け
る
﹁
大
塩
も
の
﹂

の
流
行
に
つ
い
て
は
興
味
を
覚
え
る
も
の
の
︑
調
査
不
十
分
な
の
で
︑
今
は
取
り
上
げ
な
い
︒

陽
明
学
・
良
知
心
学
の
心
性
論
を
究
明
し
て
き
た
小
生
に
は
︑
第
三
期
こ
そ
が
関
心
の
的
と
な
る
︒
そ
こ
で
︑
こ
の
時
期
に
大
塩
平
八
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郎
が
刊
行
し
た
書
籍
に
つ
い
て
簡
略
に
整
理
し
て
お
き
た
い
︒

一
八
三
一
年
・
天
保
二
年
︒
三
十
九
歳
︒﹁
洗
心
洞
学
名
学
則
並
読
書
書
目
﹂
成
る
︒

一
八
三
二
年
・
天
保
三
年
︒
四
十
歳
︒﹃
古
本
大
学
刮
目
﹄
稿
本
︒

一
八
三
三
年
・
天
保
四
年
︒
四
十
一
歳
︒﹃
洗
心
洞
劄
記
﹄﹃
儒
門
空
虚
聚
語
﹄
を
家
塾
に
て
刊
行
︒

一
八
三
四
年
・
天
保
五
年
︒
四
十
二
歳
︒﹃
増
補
孝
経
彙
註
﹄
成
稿
︒﹃
古
本
大
学
刮
目
﹄
刊
行
︒

一
八
三
五
年
・
天
保
六
年
︒
四
十
三
歳
︒ ﹃
増
補
孝
経
彙
註
﹄﹃
洗
心
洞
劄
記
﹄
大
阪
精
義
堂
よ
り
刊
行
︒﹃
洗
心
洞
劄
記
附
録
抄
﹄﹃
儒

門
空
虚
聚
語
﹄﹃
儒
門
空
虚
聚
語
附
録
抄
﹄
京
屋
佐
次
郎
・
河
内
屋
刊
行
︒

幸
田
成
友
の
﹃
大
塩
平
八
郎
﹄
に
よ
る
と
︑﹃
古
本
大
学
刮
目
﹄
に
つ
い
て
は
三
十
歳
前
か
ら
取
り
掛
か
っ
て
い
た
と
い
う
︒
王
陽
明
の

良
知
心
学
に
開
眼
し
た
そ
の
当
初
か
ら
︑
王
陽
明
が
提
案
し
た
﹃
古
本
大
学
﹄
に
つ
い
て
︑
歴
代
の
儒
学
者
が
著
し
た
﹃
大
学
﹄
解
釈
を

歴
覧
し
て
王
陽
明
の
﹃
大
学
﹄
理
解
を
確
認
す
る
作
業
に
と
り
か
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
︒
こ
の
作
業
を
展
開
す
る
の
と
併
行
し
て
︑﹃
洗

心
洞
劄
記
﹄
が
書
き
継
が
れ
た
の
で
あ
る
ま
い
か
︒
言
い
換
え
る
な
ら
ば
︑﹃
古
本
大
学
刮
目
﹄
を
下
敷
き
に
し
な
が
ら
﹃
洗
心
洞
劄
記
﹄

を
読
む
事
が
︑
大
塩
平
八
郎
の
心
性
論
を
理
解
す
る
上
で
肝
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

二
　﹃
古
本
大
学
刮
目
﹄
刊
行
の
経
緯

井
上
哲
次
郎
・
蟹
江
義
丸
共
編
﹃
日
本
倫
理
彙
編
﹄
第
三
巻
陽
明
学
派
下
の
冒
頭
に
佐
藤
一
斎
の
﹃
言
志
録
﹄
四
巻
が
収
録
さ
れ
て
い

る
︒
次
に
大
塩
平
八
郎
の
﹃
古
本
大
学
刮
目
﹄
七
巻
︑﹃
儒
門
空
虚
聚
語
﹄
三
巻
︑﹃
増
補
孝
経
彙
註
﹄
三
巻
が
収
録
さ
れ
て
い
る
︒
此
の
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三
書
に
﹃
洗
心
洞
劄
記
﹄
を
加
え
て
洗
心
洞
四
部
と
い
う
が
︑﹃
洗
心
洞
劄
記
﹄
は
流
布
本
が
多
い
こ
と
を
配
慮
し
て
収
録
し
て
い
な
い
︒

編
者
は
﹃
古
本
大
学
刮
目
﹄
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
︒

﹃
古
本
大
学
刮
目
﹄
一
卷
︵
通
例
七
巻
に
分
綴
せ
り
︶
は
天
保
三
年
六
月
を
以
て
上
木
す
る
所
に
係
る
︒
然
れ
ど
も
﹁
梱
外
不
出
之

書
﹂
と
し
て
門
人
以
外
の
も
の
に
示
さ
ず
︒
漢
唐
以
後
の
諸
儒
の
大
学
に
関
す
る
意
見
︑
註
釈
中
王
学
の
旨
に
協
へ
る
も
の
を
纂
集

し
︑
之
れ
に
自
己
の
意
見
を
加
へ
た
る
も
の
な
り
︒
巻
首
に
王
陽
明
の
古
本
大
学
傍
註
を
附
載
せ
り
︒︵
傍
註
を
挿
註
に
変
更
し
た
る

は
植
字
の
都
合
に
よ
る
︶
此
書
天
保
八
年
の
乱
に
焼
け
て
残
本
を
存
せ
ず
と
い
ふ
と
雖
も
︑
稀
に
秘
蔵
す
る
も
の
あ
り
︒
今
︑
井
上

哲
次
郎
所
蔵
の
版
本
と
春
秋
園
主
巖
垣
晃
男
氏
所
蔵
の
写
本
と
に
よ
り
て
印
行
す
︒
茲
に
巖
垣
晃
男
が
其
秘
蔵
の
書
籍
の
書
籍
を
貸

与
せ
ら
れ
た
る
を
謝
す
︒

﹃
古
本
大
学
刮
目
﹄
に
就
い
て
簡
に
し
て
要
を
え
た
改
題
で
あ
る
︒﹁
梱
外
不
出
之
書
﹂
で
あ
っ
た
こ
と
︑
所
謂
大
塩
の
乱
の
折
り
に
焼

失
し
た
こ
と
︑
し
か
し
︑
わ
ず
か
に
災
禍
を
免
れ
た
も
の
を
底
本
に
し
て
印
行
し
た
わ
け
で
あ
る
︒

﹃
古
本
大
学
刮
目
﹄
の
成
書
に
は
数
奇
な
経
緯
が
あ
る
︒
此
の
事
に
つ
い
て
は
石
崎
東
国
の
﹃
中
斎
大
塩
先
生
年
譜
﹄
が
詳
し
い
の
で
︑

次
に
適
宜
に
段
落
を
儲
け
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
︒︵
カ
タ
カ
ナ
を
ひ
ら
が
な
に
改
め
た
︒
又
句
読
点
を
追
加
分
説
し
た
︒
書
名
は

﹃
﹄
を
つ
け
た
︶

是
年
夏
六
月
先
生
﹃
古
本
大
学
刮
目
﹄
七
巻
を
家
塾
に
刻
す
︒﹃
大
学
刮
目
﹄
は
先
生
畢
生
の
努
力
を
集
む
る
所
に
し
て
︑
又
先
生
最

初
の
著
述
に
係
る
︒
先
生
初
文
政
六
年
を
以
て
稿
を
起
し
︑
天
保
三
年
︑
其
功
を
終
る
ま
で
︑
実
に
十
年
の
歳
月
を
経
た
り
︒
三
年

四
月
︑
初
て
一
た
び
之
を
頼
山
陽
に
示
す
︒
山
陽
其
綱
領
を
閲
し
て
︑
是
れ
一
家
の
言
に
非
ず
︒
昔
儒
格
言
の
府
と
評
し
︑
其
成
る
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を
待
て
之
に
序
せ
ん
こ
と
を
約
す
︒
先
生
六
月
之
が
自
序
を
作
り
︑
門
人
宇
津
木
・
湯
川
・
松
本
三
子
之
を
訓
点
す
︒
九
月
山
陽
没

し
て
︑
遂
に
其
序
を
得
ず
︒
先
生
深
く
以
て
憾
み
と
な
す
︒

其
校
讐
成
る
に
及
で
︑
門
人
之
を
刻
せ
ん
こ
と
を
乞
ふ
︒
先
生
之
を
謝
す
る
に
︑
昔
儒
は
程
伊
川
の
﹃
中
庸
﹄
自
註
を
火
き
︑
朱
子

の
死
前
三
日
猶
ほ
﹃
大
学
﹄
誠
意
の
章
を
改
め
︑
陽
明
王
子
の
自
著
﹃
五
経
臆
説
﹄
を
秦
火
に
附
せ
る
の
例
を
挙
げ
︑
古
人
経
を
註

す
る
の
難
き
を
説
き
︑
止
む
を
得
ず
し
て
︑﹃
洗
心
洞
劄
記
﹄
を
以
て
刻
を
門
人
に
許
す
︒
天
保
四
年
﹃
劄
記
﹄
刻
成
る
︒
先
生
之
を

神
廟
文
庫
に
納
め
︑
次
で
八
月
﹃
朱
子
文
集
﹄﹃
陸
王
二
子
全
集
﹄︑
他
﹃
古
本
大
学
﹄
を
両
文
庫
に
奉
納
す
る
や
︑
其
﹃
古
本
大
学
﹄

跋
に
記
し
て
云
ふ
︒
陋
撰
﹃
古
本
大
学
刮
目
﹄
五
卷
︑
他
日
復
奉
納
焉
︒
豫
告
於
神
明
矣
と
︒

続
け
て
︑
佐
藤
一
斎
に
﹃
古
本
大
学
刮
目
﹄
に
序
文
の
執
筆
を
乞
う
た
が
断
ら
れ
た
こ
と
︒
斉
藤
拙
堂
が
序
文
を
執
筆
す
る
意
思
が
あ
っ

た
が
実
現
し
な
か
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
︑
省
略
す
る
︒

蓋
し
﹃
大
学
刮
目
﹄
は
王
氏
王
門
親
炙
私
淑
諸
氏
及
び
漢
唐
以
下
明
清
諸
儒
二
百
三
十
餘
家
の
経
説
を
集
む
と
雖
も
︑
一
に
皆
な
先

生
の
按
語
を
以
て
之
を
一
貫
す
︒
先
生
自
序
結
論
に
云
ふ
︒

名
曰
古
本
大
学
刮
目
︒
正
将
之
死
以
修
心
理
不
二
知
行
合
一
之
学
︒
然
則
不
但
不
負
陽
明
子
之
教
︒
庶
幾
亦
不
叛
孔
子
程
子
之
学
要

與
朱
子
之
本
旨
矣
︒
嗚
呼
︑
従
吾
遊
之
徒
︑
亦
将
刮
目
︑
則
不
可
不
読
之
也
云
々
︒
世
之
君
子
看
之
則
必
罪
蕪
陋
之
多
言
︑
降
伏
者

自
少
︑
而
攻
撃
者
多
矣
︒
然
因
論
学
︑
集
失
於
吾
身
︑
固
所
甘
心
也
︒︵
于
時
天
保
三
年
歳
次
壬
辰
夏
六
月
題
于
洗
心
洞
︶

大
塩
平
八
郎
は
天
保
三
年
に
﹃
古
本
大
学
刮
目
﹄
の
校
訂
が
成
る
や
︑
益
友
の
平
松
楽
斎
に
次
の
よ
う
な
書
簡
を
送
っ
て
い
る
︒
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﹃
大
学
刮
目
﹄
八
卷
︒
此
節
校
訂
相
済
申
候
︒
古
人
之
説
を
引
候
得
共
︑
理
財
用
人
之
利
害
を
論
じ
有
之
︒
自
然
御
寸
益
に
も
相
成
候

は
ば
︑
一
部
為
写
進
達
仕
候
様
可
取
計
哉
︒
十
四
年
以
来
精
力
を
盡
し
居
有
之
と
︒
右
を
御
一
覧
万
事
御
推
察
可
被
下
候
︒
五
月
廿

九
日
︒

大
塩
平
八
郎
の
自
負
心
が
に
じ
み
出
て
い
る
書
簡
で
あ
る
︒
つ
づ
け
て
石
崎
東
国
は
﹃
古
本
大
学
刮
目
﹄
に
つ
い
て
︑
次
の
よ
う
に
総

括
し
て
る
︒

按
ず
る
に
︑
先
生
の
﹃
大
学
刮
目
﹄
壬
辰
夏
稿
成
て
よ
り
︑
茲
に
至
て
四
年
︑
初
め
稿
を
起
し
て
よ
り
即
十
四
年
︑
癸
巳
神
廟
奉
納

預
告
に
は
五
卷
と
云
ひ
︑
今
次
校
訂
を
終
て
即
ち
八
卷
と
な
し
︑
其
刻
し
て
七
巻
と
な
れ
る
は
︑
製
本
の
宜
し
き
に
依
る
る
べ
し
と

雖
︑
取
捨
出
入
又
畢
生
の
精
力
茲
に
覃
ぶ
る
に
見
る
︒
尚
ほ
程
伊
川
の
﹃
易
伝
﹄︑
朱
子
の
﹃
大
学
章
句
﹄
に
於
け
る
が
如
し
︒

而
し
て
今
年
遂
に
之
を
筺
中
よ
り
出
し
て
剞
劂
に
附
す
る
に
至
る
︒
蓋
し
又
止
む
を
得
ざ
る
に
出
つ
︒
何
と
な
れ
ば
小
人
を
し
て
国

家
を
治
め
し
む
れ
ば
菑
害
並
至
る
︒
今
日
飢
饉
菑
害
の
頻
出
す
る
︑
一
に
無
道
の
小
人
︑
天
下
に
立
つ
に
因
る
ざ
る
は
無
し
︒
先
生

常
に
﹃
大
学
﹄
卒
章
の
経
を
引
て
有
司
に
告
ぐ
る
所
︑
即
ち
理
財
用
人
の
説
︑
先
生
最
も
刮
目
に
力
説
す
︒
是
れ
今
日
に
刻
せ
ず
て

止
む
べ
か
ら
ず
と
す
る
所
以
な
り
︒

惜
哉
其
刻
成
る
の
時
は
秦
火
既
に
起
る
の
時
に
し
て
︑
彼
の
四
年
前
預
し
め
神
廟
奉
納
を
告
げ
た
る
も
の
︑
又
之
を
果
す
を
得
ざ
る

に
終
る
︒
而
し
て
後
人
灰
燼
中
に
収
拾
す
る
も
の
あ
り
︒
今
日
希
に
其
全
本
を
見
る
を
得
る
は
幸
と
云
ふ
可
き
也
︒

大
塩
平
八
郎
の
真
意
を
忖
度
し
た
親
切
な
解
説
で
あ
る
︒﹃
古
本
大
学
刮
目
﹄
が
刊
行
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
は
︑
こ
れ
以
上
の
解

説
は
贅
説
で
あ
ろ
う
︒
但
し
︑
第
三
節
末
尾
の
指
摘
は
着
目
す
る
に
価
す
る
︒
こ
の
事
に
つ
い
て
は
次
に
述
べ
る
事
に
す
る
︒
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三
　
田
結
荘
千
里
の
﹃
大
学
心
解
﹄﹃
古
本
大
学
心
印
﹄

田
結
荘
千
里
に
つ
い
て
は
﹃
近
世
漢
学
者
著
述
伝
記
大
辞
典
附
系
譜
年
表
﹄︵
関
儀
一
郎
・
関
義
直
共
編
︑
関
義
直
発
行
︑
琳
琅
閣
書

店
・
井
上
書
店
発
売
︑
昭
和
十
八
年
発
行
︶
に
は
﹃
大
阪
名
家
著
述
目
録
﹄
を
参
考
に
し
て
︑
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
︒

田
結
荘
千
里
︵
陽
明
学
︶︒
名
は
邦
光
︑
後
ち
馝
︑
字
は
必
香
︑
斎
治
と
称
し
︑
千
里
は
其
号
な
り
︒
但
馬
の
人
︒
業
を
大
塩
中
斎
・

篠
崎
小
竹
・
斉
藤
鑾
江
に
受
け
︑
又
画
・
砲
術
・
蘭
学
を
修
む
︒
維
新
の
際
勤
王
を
唱
へ
︑
国
防
を
策
す
︒

著
述
︒
大
学
心
解
四
巻
︒
大
学
心
印
六
巻
︒
古
文
孝
経
心
解
七
巻
︒
増
註
伝
習
録
三
巻
︒
孫
子
心
解
十
四
巻
︒
皇
朝
名
家
詩
選
五
卷
︒

海
防
策
一
巻
︒
時
務
策
一
巻
︒
重
修
身
世
準
縄
四
巻
︒
桑
土
芻
言
九
巻
刊
︒
散
兵
神
機
附
一
巻
︒
千
文
草
字
尤
二
卷
︒
読
墨
痕
六
巻

刊
︒
血
涙
痕
四
巻
︒
首
書
評
注
芥
舟
学
画
編
四
巻
︒
遊
屐
痕
附
長
江
大
観
図
六
巻
︒
行
餘
遊
戯
一
巻
︒

田
結
荘
千
里
は
多
彩
な
人
生
を
送
っ
た
人
物
で
あ
る
が
︑
幸
田
成
友
の
﹃
大
塩
平
八
郎
﹄
で
は
︑﹁
但
馬
守
約
︑
字
は
直
養
︒﹃
劄
記
﹄

点
校
者
の
一
人
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
︑﹃
劄
記
﹄
の
版
下
は
守
約
の
筆
に
成
っ
た
も
の
だ
︒
後
田
結
荘
千
里
と
改
名
︒﹂
と
い
う
︒

田
結
荘
千
里
︵
一
八
一
五
年
・
文
化
十
二
年
~
一
八
九
六
年
・
明
治
二
十
九
年
︶
に
つ
い
て
東
敬
治
主
幹
﹃
陽
明
学
﹄
八
十
六
号
に
土

屋
鳳
洲
の
﹁
田
結
荘
千
里
翁
伝
﹂︑
東
敬
治
の
﹁
田
結
荘
千
里
翁
の
学
に
就
き
て
﹂
を
掲
載
す
る
︒
田
結
荘
千
里
の
書
斎
を
玄
武
洞
と
い

う
︒
玄
武
洞
文
庫
の
蔵
書
が
曾
孫
の
田
結
荘
金
治
か
ら
昭
和
四
十
五
年
に
︑
そ
の
子
息
の
哲
治
よ
り
平
成
八
年
・
十
三
年
に
︑
大
阪
府
立

中
之
島
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
︒
中
之
島
図
書
館
で
は
平
成
十
五
年
に
玄
武
洞
文
庫
展
を
開
催
し
︑
玄
武
洞
目
録
︑
玄
武
洞
文
庫
改
題
目

録
を
刊
行
し
て
い
る
︒
尚
田
結
荘
千
里
に
つ
い
て
は
天
坊
幸
彦
氏
に
﹁
田
結
荘
千
里
翁
伝
﹂︵
ヒ
ス
ト
リ
ヤ
第
十
四
号
︶
が
あ
る
と
い
う
︒

未
見
︒
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大
塩
平
八
郎
の
﹃
古
本
大
学
刮
目
﹄
と
関
連
す
る
著
書
と
し
て
︑
田
結
荘
千
里
に
は
﹃
大
学
心
解
﹄
と
﹃
古
本
大
学
心
印
﹄
が
あ
る
︒

石
崎
当
国
が
﹁
後
人
灰
燼
中
に
収
拾
す
る
も
の
あ
り
﹂
と
す
る
中
の
一
本
な
の
か
も
し
れ
な
い
︒

﹃
大
学
心
解
﹄
に
つ
い
て
は
﹃
玄
武
洞
文
庫
解
題
目
録
﹄
に
よ
れ
ば
︑﹁
写
四
冊
／
田
結
荘
齊
治
著
︒
自
筆
︒
玄
武
洞
一
〇
罫
紙
を
用
い
︑

二
七
丁
︑
二
七
丁
︑
二
六
丁
︑
四
七
丁
／
巻
頭
に
唐
寅
九
月
念
五
日
︑
千
里
宛
東
正
純
の
漢
牘
︑
明
治
十
八
年
九
月
二
十
七
日
自
序
が
あ

る
︒﹂
小
生
が
目
睹
し
得
た
の
は
不
分
卷
の
写
本
︒
一
一
八
丁
︒︵
末
尾
の
九
丁
が
脱
落
し
て
い
る
不
全
本
で
あ
る
︶︒
玄
武
洞
用
箋
︒
内
題

は
﹁
大
学
心
解
　
田
結
荘
邦
光
齊
治
纂
述
﹂
と
い
う
︒
巻
頭
に
掲
載
す
る
東
澤
瀉
が
田
結
荘
千
里
に
宛
て
た
書
簡
の
全
文
を
紹
介
す
る
︒

田
千
里
先
生
座
下 

東
正
純
稽
首
謹
白

昔
者
聞
大
名
如
雷
︑
欲
一
参
講
帷
︑
不
図
得
罪
旧
藩
︑
幽
囚
海
島
︒
明
治
革
命
︑
会
赦
得
還
︒
家
衰
身
病
︑
不
能
離
郷
里
︑
常
以
為

憾
矣
︒
今
茲
族
子
保
︑
豚
児
敬
治
︑
並
謁
左
右
︑
諄
々
提
誨
︑
以
不
失
所
守
︒
感
謝
々
々
︒
因
得
読
先
生
所
著
大
学
心
解
︒
字
々
析

絲
︑
句
々
見
血
︑
炳
掲
微
旨
︑
貫
串
餘
義
︒
反
復
玩
味
︑
不
能
釈
手
︒
大
抵
大
学
一
書
︑
吾
学
定
本
︑
而
其
義
最
難
了
︒
三
輪
執
斎

以
下
︑
佐
藤
一
斎
︑
吉
邨
秋
陽
︑
並
綣
々
乎
斯
書
︒
而
未
能
如
先
生
詳
且
尽
︒
可
謂
会
衆
流
帰
諸
海
矣
︒
而
注
意
一
在
治
国
平
天
下

章
焉
︒
発
隠
匿
之
所
伏
︑
察
神
姦
之
所
由
︑
秦
越
人
之
治
病
︑
五
臓
徴
結
︑
無
所
遁
者
︒
愉
快
矣
哉
︒
窃
謂
当
今
任
国
家
者
︑
不
知

病
症
之
原
︑
則
何
得
奏
功
︒
是
従
前
諸
家
所
無
︑
而
今
日
急
務
在
此
︒
正
純
之
所
最
感
服
也
︒
苟
知
其
心
︒
則
千
載
旦
暮
︑
苟
不
知

其
心
︑
則
当
面
万
里
︑
正
純
雖
未
得
先
生
︑
復
何
憾
焉
︒
敢
書
所
見
︑
質
諸
左
右
︒
先
生
以
為
如
何
︒
正
純
旧
證
心
録
忝
電
纜
︒
伏

冀
先
生
貺
両
三
字
︑
置
諸
巻
首
︒
将
以
取
重
後
人
也
︒
輓
近
修
朱
学
人
間
有
之
︒
而
至
王
学
︑
殆
無
一
人
︒
非
先
生
︑
吾
復
望
誰
哉
︒

事
見
許
死
︑
且
不
朽
矣
︒
臨
楮
悵
然
︒
不
悉
所
言
︒
不
宣
︒
庚
寅
复
正
九
月
念
五
日
　
敬
空
︒

次
に
田
結
荘
千
里
が
明
治
十
八
年
如
月
二
十
七
日
に
執
筆
し
た
序
文
︑
十
月
初
六
に
認
め
た
﹁
又
識
﹂
が
あ
る
の
だ
が
︑
読
み
解
き
難
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い
た
め
に
紹
介
で
き
な
い
こ
と
を
遺
憾
と
す
る
︒

﹃
大
学
心
解
﹄
の
本
文
は
一
行
二
十
四
字
︑
一
葉
十
行
︒
こ
の
﹃
大
学
心
解
﹄
は
田
結
荘
千
里
が
﹁
纂
述
﹂
し
た
も
の
で
あ
り
︑
大
塩
平

八
郎
が
先
儒
の
大
学
解
を
紹
介
し
て
自
説
を
按
語
と
し
て
締
め
く
く
っ
た
﹃
古
本
大
学
刮
目
﹄
と
は
体
裁
が
異
な
っ
て
い
る
︒﹁
精
義
﹂
と

﹁
通
義
﹂
を
開
陳
し
て
お
り
︑
行
間
に
挿
入
文
が
至
る
所
に
細
字
で
書
き
込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
︑
こ
れ
は
草
稿
本
で
あ
ろ
う
か
︒

四
　
田
結
荘
千
里
の
﹃
古
本
大
学
心
印
﹄

﹃
古
本
大
学
心
印
﹄
に
つ
い
て
は
︑﹃
玄
武
洞
文
庫
解
題
目
録
﹄
に
﹁
写
六
冊
／
大
塩
後
素
︵
中
斎
︶
著
︑
田
結
荘
齊
治
︵
千
里
︶
刪
正
・

筆
︒
二
四
×
十
六
糎
︑
玄
武
洞
一
〇
行
罫
紙
を
用
い
︑
四
〇
丁
・
三
六
丁
・
五
一
丁
・
四
五
丁
・
五
九
丁
・
六
三
丁
／
巻
頭
に
大
塩
中
斎

原
序
︑
中
斎
の
凡
例
︑
明
治
二
十
三
年
千
里
の
附
言
︑
明
治
二
十
四
年
の
千
里
の
記
事
︵
由
来
書
︶
が
あ
る
︒
／
内
題
﹁
古
本
大
学
心
印
　

原
名
古
本
大
学
刮
目
﹂︒
／
大
塩
中
斎
の
﹁
古
本
大
学
刮
目
﹂
を
刪
正
し
た
も
の
︒
／
﹁
古
本
大
学
刮
目
﹂
は
︑
明
の
王
守
仁
傍
注
本
を
基

に
し
て
按
文
を
施
し
︑
天
保
八
年
前
後
に
版
を
起
し
た
が
︑
著
者
中
斎
が
乱
を
お
こ
し
自
刃
し
た
の
で
︑
市
販
さ
れ
な
か
っ
た
︒﹂
と
あ
る
︒

小
生
が
目
睹
し
た
の
は
︑
乾
卷
八
十
二
丁
坤
卷
二
百
二
十
三
丁
︒
外
山
氏
罫
線
︵
外
山
苔
園
︶︒
本
文
は
一
葉
十
行
︑
一
行
二
十
三
字
︒

序
文
は
一
葉
八
行
︑
一
行
二
十
字
︒
外
山
氏
罫
線
に
筆
写
さ
れ
て
い
る
の
で
︑
外
山
苔
園
が
原
本
﹃
古
本
大
学
心
印
﹄
六
冊
本
を
二
巻
本

に
改
め
て
筆
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
︒
楷
書
体
の
美
本
で
あ
る
︒
外
山
氏
筆
写
本
の
全
体
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
︒

序
　
洗
心
洞
主
人
大
塩
後
素
撰
︒︵
執
筆
年
次
を
欠
く
︶︒

田
結
荘
千
里
記
︒
明
治
二
十
一
年
八
月
︒
七
十
四
翁
　
田
結
荘
邦
光
千
里
記
︒

凡
例
︒︵﹃
古
本
大
学
刮
目
﹄
と
は
本
旨
は
変
わ
ら
な
い
が
文
章
に
移
動
が
あ
る
︒
文
末
に
﹁
洗
心
洞
後
素
中
斎
識
﹂
を
追
加
す
る
︒
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頭
注
あ
り
︒︶

附
言
︒﹁
明
治
二
十
三
年
夏
至
之
日
七
十
六
翁
　
田
結
荘
邦
光
千
里
誌
﹂︒

記
事
︒﹁
明
治
二
十
四
年
二
月
四
日
　
即
夏
至
辛
卯
立
春
也
︒
七
十
七
翁
　
田
結
荘
邦
光
千
里
記
﹂︒

本
文
︒
内
題
﹁
古
本
大
学
心
印
　
原
名
古
本
大
学
刮
目
﹂
中
斎
大
塩
後
素
原
輯
　
千
里
田
結
荘
邦
光
刪
正
︒

本
文
の
構
成
は
大
塩
平
八
郎
の
﹃
古
本
大
学
刮
目
﹄
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
︒
ま
ず
﹁
古
本
大
学
刮
目
綱
領
﹂
を
﹁
大
学
刮
目
篇
﹂

と
改
め
て
独
自
に
編
纂
し
︑
折
講
︒
大
意
︒
通
解
︒
餘
論
と
標
題
し
て
随
処
に
頭
注
を
加
え
て
い
る
︒
先
儒
の
所
説
を
収
録
し
た
後
に
﹁
中

斎
曰
﹂
と
し
て
中
斎
の
按
語
を
適
宜
引
用
し
て
い
る
が
︑﹁
邦
光
曰
﹂
と
し
て
頻
繁
に
按
語
が
加
え
ら
れ
て
い
る
︒﹃
古
本
大
学
刮
目
﹄
に

あ
っ
た
﹁
引
用
姓
氏
﹂﹁
大
学
古
本
旁
註
﹂
は
な
い
︒
つ
ま
り
は
大
塩
平
八
郎
の
﹃
古
本
大
学
刮
目
﹄
を
素
材
に
し
て
︑
独
自
に
﹁
纂
述
﹂

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
︒

こ
の
よ
う
な
﹁
纂
述
﹂
に
成
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
︑
田
結
荘
千
里
は
明
治
二
十
一
年
の
記
で
︑
次
の
よ
う
に
云
っ
て
い
る
︒

古
本
大
学
刮
目
拾
之
于
灰
燼
之
跡
︒
寸
裂
分
断
︒
幾
無
完
紙
︒
若
此
序
文
︒
東
填
西
塞
︒
強
為
語
次
︒
其
或
零
片
脱
闕
︑
没
復
可
如

之
何
︒
乃
加
一
二
点
語
︒
以
為
関
接
︒
非
敢
忘
己
之
無
似
猥
加
損
之
文
辞
也
︒
姑
存
之
以
俟
他
日
獲
成
書
︒
明
治
二
十
一
年
八
月
︒

七
十
四
翁
田
結
荘
邦
光
記
︒

所
謂
大
塩
の
乱
後
に
焼
け
跡
か
ら
﹃
古
本
大
学
刮
目
﹄
の
燃
け
残
り
を
収
拾
し
て
苦
心
し
て
取
り
敢
え
ず
仕
上
げ
た
も
の
だ
と
い
う
︒

先
に
石
崎
当
国
が
指
摘
し
た
︑
そ
の
一
例
で
あ
る
︒

附
言
は
六
條
あ
る
︒
そ
の
第
一
条
で
は
纂
述
の
苦
心
に
つ
い
て
︑
次
の
よ
う
に
云
う
︒
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中
斎
先
生
︒
一
生
神
力
︒
注
于
此
書
︒
余
無
似
自
不
揣
︒
焚
餘
之
零
片
︒
東
填
西
塞
︒
為
之
編
次
︒
此
是
出
于
不
得
已
也
︒
俟
他
日

獲
成
書
而
復
于
其
旧
︒

第
二
条
で
は
纂
述
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
︑
次
の
よ
う
に
云
う
︒

本
書
集
説
︒
以
先
生
過
人
才
学
︒
包
羅
該
収
︒
在
初
学
則
却
憾
似
望
洋
無
紀
律
︒
況
灰
燼
之
残
片
︒
無
可
如
之
何
也
︒
故
集
説
中
︒

有
更
増
全
文
︒
或
損
全
文
︒
及
刪
語
句
者
︒
又
変
交
其
位
置
︒
従
而
與
旧
観
︒
異
其
面
目
者
︒
此
是
出
于
不
得
已
也
︒
裁
之
時
宜
而

然
也
︒

第
三
条
で
は
纂
述
の
際
に
元
の
綱
領
を
刮
目
篇
に
改
め
た
意
図
を
述
べ
て
次
の
よ
う
に
云
う
︒

巻
首
類
集
論
説
之
語
︒
目
曰
綱
領
︒
綱
領
之
字
︒
似
不
得
其
当
︒
今
改
曰
刮
目
篇
︒
此
是
所
学
人
宜
刮
目
而
看
者
也
︒
原
総
称
本
書

曰
古
本
大
学
刮
目
︒
書
自
註
経
︒
非
與
末
学
争
長
短
也
︒
故
反
唇
之
語
尽
削
之
︒
改
曰
古
本
大
学
心
印
︒
取
之
于
尭
舜
之
正
伝
︑
而

孔
氏
之
心
印
之
語
也
︒
顧
庶
乎
不
墜
講
学
気
象
焉
︒

第
四
条
で
は
刮
目
篇
の
纂
述
の
意
図
を
述
べ
て
次
の
よ
う
に
云
う
︒

本
註
中
駁
末
学
之
説
︒
及
不
切
于
解
経
之
語
︒
尽
移
之
于
刮
目
篇
︒
分
類
為
十
三
門
︒
毎
門
提
書
題
意
︒
一
目
之
下
︒
旨
趣
自
通
明
︒
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第
五
条
で
は
按
語
・
評
注
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
云
う
︒

刮
目
篇
︒
欄
外
評
注
︒
係
愚
妄
語
︒
本
編
評
注
︒
採
之
于
其
按
語
中
︒
以
甄
別
之
︒
署
于
毎
説
上
︒

第
六
条
で
は
先
に
述
べ
た
﹃
大
学
心
解
﹄
に
言
及
す
る
︒

本
書
編
纂
︑
本
不
免
無
望
洋
之
嘆
︒
況
於
残
燬
之
餘
乎
︒
於
是
大
学
心
解
︒
約
説
経
義
︒
與
大
学
心
印
︵
原
名
大
学
刮
目
︶
合
看
︒

則
蓋
博
而
有
要
︒

 

明
治
二
十
三
年
夏
至
之
日
　
七
十
六
翁
　
田
結
荘
邦
光
千
里
誌

田
結
荘
千
里
に
と
っ
て
は
︑﹃
古
本
大
学
心
印
﹄
と
﹃
大
学
心
解
﹄
の
二
書
は
一
連
の
著
述
で
あ
っ
た
︒﹃
大
学
心
解
﹄
に
つ
い
て
は
玄

武
洞
文
庫
所
蔵
の
全
本
を
目
睹
し
な
い
ま
ま
に
︑
先
に
紹
介
し
た
︒

最
期
に
記
事
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
︒

中
斎
先
師
︒
刻
是
書
︒
工
未
半
︒
分
裂
壊
散
︒
至
天
下
絶
無
完
書
︒
余
本
與
校
讐
之
労
︒
故
慨
之
殊
最
深
矣
︒
乃
当
時
捃
零
片
于
灰

燼
之
餘
者
有
之
︒
越
数
年
獲
断
簡
于
某
處
者
有
之
︒
尋
西
走
東
奔
︒
究
力
之
所
及
︒
而
捜
索
幾
六
十
年
于
茲
︒
而
猶
是
闕
如
矣
︒
嚴

毅
熊
谷
氏
︒
為
余
言
諸
西
京
介
夫
伊
藤
氏
︒
又
言
諸
東
京
某
氏
︒
経
三
年
之
久
︒
是
歳
一
月
二
十
三
日
︒
熊
谷
氏
来
云
︒
嘗
所
捜
求

之
書
︒
今
転
致
之
︒
余
倉
皇
繙
之
︒
猶
是
残
毀
之
缺
本
也
︒
而
其
写
字
不
清
楚
︒
亥
豕
魯
魚
之
訛
実
居
多
︒
又
有
遺
字
者
︒
有
剰
字

者
︑
或
有
脱
句
者
贅
句
者
︒
於
是
日
夜
苦
力
︒
稍
加
正
釐
︒
補
落
々
闕
處
︒
始
得
為
完
本
者
︒
熊
谷
伊
藤
二
君
之
賜
也
︒
余
以
餘
景
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既
逼
于
西
山
之
今
日
︒
得
二
君
之
助
︒
天
之
未
喪
斯
文
歟
︒
先
師
亦
應
没
遺
懐
也
︒
先
是
余
述
心
解
︒
約
説
経
旨
︒
然
而
刮
目
属
于

烏
有
︒
心
怏
々
常
抱
歉
︒
於
此
又
捜
索
四
方
︒
偶
得
遺
稿
若
干
葉
︒
卒
思
完
本
不
可
復
見
︒
裁
制
其
残
編
︒
刪
有
餘
補
不
足
︑
既
有

年
所
︒
一
二
日
而
方
将
卒
其
業
︒
何
計
此
日
而
同
完
其
闕
文
︒
是
亦
可
謂
千
載
一
奇
遇
哉
︒
乃
誌
其
顛
末
︒
以
告
後
之
看
斯
書
者
云
︒

 
 

 
明
治
二
十
四
年
二
月
四
日
︒
即
夏
至
辛
卯
立
春
也
︒

 
 

 
　
　
　
　
七
十
七
翁
　
田
結
荘
　
邦
光
　
千
里
記

田
結
荘
千
里
は
明
治
維
新
以
降
︑
多
彩
な
活
躍
を
し
た
人
物
で
あ
る
が
︑
そ
の
生
涯
を
通
し
て
︑
先
師
大
塩
平
八
郎
の
遺
著
を
灰
燼
の

中
に
捜
索
し
て
遺
文
の
復
元
を
期
待
し
て
︑
生
涯
に
亘
っ
て
精
根
を
傾
け
た
一
門
人
で
あ
る
︒
こ
の
﹁
記
事
﹂
は
そ
の
思
い
を
真
摯
に
吐

露
し
た
も
の
で
あ
る
︒
畢
生
の
遺
著
で
あ
る
︒
石
崎
東
国
は
嘗
て
こ
の
﹃
古
本
大
学
心
印
﹄
を
読
む
機
会
が
あ
っ
た
か
否
か
︒
今
看
る
事

の
で
き
る
﹃
古
本
大
学
心
解
﹄
は
外
山
苔
園
の
転
写
本
か
と
推
察
す
る
︒
楷
書
体
の
美
本
で
あ
る
︒
田
結
荘
千
里
は
﹃
古
本
大
学
刮
目
﹄

は
大
塩
平
八
郎
の
生
前
に
は
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
と
云
う
︒
所
謂
大
塩
の
乱
の
故
に
洗
心
洞
が
焼
却
さ
れ
た
た
め
に
︑
そ
の
灰
燼
の
中
か

ら
収
拾
し
︑
整
理
纂
述
を
重
ね
て
︑
取
り
敢
え
ず
﹁
古
本
大
学
心
印
﹂
を
為
し
遂
げ
た
︒
五
冊
・
写
本
﹃
古
本
大
学
刮
目
﹄
は
今
は
大
阪

府
立
図
書
館
玄
武
洞
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
︒
明
治
三
十
四
年
に
発
行
さ
れ
た
﹃
日
本
倫
理
彙
編
﹄
に
﹃
古
本
大
学
刮
目
﹄
を
収
録
し

た
際
に
共
編
者
の
井
上
哲
次
郎
・
蟹
江
義
丸
は
序
説
で
﹁
井
上
哲
次
郎
所
蔵
の
版
本
と
春
秋
園
主
巌
晃
男
所
蔵
の
写
本
と
に
よ
り
て
印
行

す
﹂
と
い
う
が
﹁
版
本
﹂
が
有
っ
た
の
だ
ろ
う
か
︒﹃
国
書
総
目
録
﹄
に
よ
る
と
東
京
大
学
に
も
三
冊
本
﹃
古
本
大
学
刮
目
﹄
が
所
蔵
さ
れ

て
い
る
と
い
う
が
﹁
版
本
﹂
で
は
な
い
︒
巌
垣
晃
男
に
つ
い
て
も
知
る
と
こ
ろ
が
無
い
︒
と
も
あ
れ
﹃
日
本
倫
理
彙
編
﹄
に
収
録
さ
れ
た

御
蔭
で
今
は
容
易
に
看
る
事
が
で
き
る
こ
と
は
幸
い
で
あ
る
︒
田
結
荘
千
里
翁
は
明
治
二
十
九
年
逝
去
し
て
い
る
︒
享
年
八
十
二
歳
で
あ
っ

た
︒
田
結
荘
千
里
は
﹃
古
本
大
学
刮
目
﹄
の
﹁
成
書
﹂
を
再
び
看
る
事
は
で
き
た
の
か
︒
平
成
十
五
年
六
月
十
五
日
︵
日
︶
~
六
月
二
十

八
日
︵
土
︶
の
期
間
に
大
阪
府
立
図
書
館
は
玄
武
洞
文
庫
展
︱
幕
末
・
明
治
期
大
阪
の
偉
才
田
結
荘
千
里
の
足
跡
︱
を
開
催
し
た
︒
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そ
の
時
の
案
内
書
に
﹁
古
本
大
学
刮
目
　
五
冊
　
明
治
二
十
四
年
千
里
筆
跋
あ
り
　
一
部
補
写
﹂
と
紹
介
し
て
い
る
︒
明
治
二
十
四
年
と

い
え
ば
そ
の
先
に
紹
介
し
た
記
事
の
あ
と
が
き
﹁
二
月
四
日
即
夏
正
辛
卯
立
春
也
︒
七
十
七
翁
　
田
結
荘
邦
光
千
記
﹂
と
署
名
し
た
歳
の

こ
と
で
あ
る
︒
す
る
と
此
の
記
事
の
署
名
の
跡
に
完
本
﹃
古
本
大
学
刮
目
﹄
を
目
睹
し
を
跋
文
筆
写
し
﹁
一
部
補
写
﹂
し
た
こ
と
に
な
る
︒

こ
の
あ
と
五
年
間
を
生
き
の
び
て
明
治
二
十
九
年
に
逝
去
し
て
い
る
か
ら
︑
宿
願
を
果
た
し
た
こ
と
に
な
る
︒
井
上
哲
次
郎
・
蟹
江
義
丸

が
版
本
に
基
づ
い
た
と
い
う
の
も
偽
り
で
は
無
か
っ
た
︒

五
　﹃
古
本
大
学
刮
目
﹄
読
解

田
結
荘
千
里
は
﹃
古
本
大
学
刮
目
﹄
が
刊
行
さ
れ
る
際
に
﹁
校
讐
﹂
の
任
に
当
た
っ
た
と
述
べ
て
い
る
か
ら
︑
所
謂
大
塩
の
乱
の
前
に

は
︑﹃
古
本
大
学
刮
目
﹄
を
熟
読
し
て
全
体
の
構
成
を
記
憶
し
て
い
た
に
違
い
な
い
︒
田
結
荘
千
里
の
目
に
は
﹃
古
本
大
学
刮
目
﹄
は
大
塩

平
八
郎
が
成
書
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
︑
内
容
的
に
は
未
完
成
で
あ
る
と
思
案
し
て
い
た
節
が
あ
る
︒
だ
か
ら
こ
そ
︑
単
純
な
復
元
で
は

な
く
し
て
﹁
纂
述
﹂
を
決
意
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
︒
と
も
あ
れ
田
結
荘
千
里
は
紛
う
方
無
く
﹃
古
本
大
学
刮
目
﹄
の
熱
心
な
読
者
で
あ
っ

た
︒
否
︑
先
師
大
塩
平
八
郎
の
熱
心
な
信
奉
者
で
あ
っ
た
︒﹃
古
本
大
学
心
印
﹄﹃
大
学
心
解
﹄
の
二
部
作
は
そ
の
所
産
で
あ
る
︒
こ
の
後
︑

大
塩
平
八
郎
は
自
由
民
権
運
動
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
︑
或
い
は
儒
教
が
再
評
価
さ
れ
る
に
つ
れ
︑
特
に
﹃
洗
心
洞
劄
記
﹄
が
重
ね
て
刊

行
さ
れ
て
︑
江
戸
期
の
儒
者
の
著
書
と
し
て
は
︑
佐
藤
一
斎
の
﹃
言
志
四
録
﹄
と
並
ん
で
広
く
読
ま
れ
た
︒
し
か
し
︑﹃
古
本
大
学
刮
目
﹄

を
読
む
人
は
少
な
か
っ
た
︒﹃
大
学
﹄
の
注
釈
書
と
し
て
受
け
取
ら
れ
た
か
ら
か
も
知
れ
な
い
︒
と
も
か
く
も
大
塩
平
八
郎
の
思
想
に
関
心

を
持
つ
者
に
と
っ
て
は
﹃
洗
心
洞
劄
記
﹄
こ
そ
が
必
読
書
で
あ
っ
た
し
︑
そ
れ
で
事
足
り
た
の
で
あ
ろ
う
︒
そ
の
意
味
で
は
﹃
古
本
大
学

刮
目
﹄
は
忘
れ
ら
れ
た
遺
著
で
あ
っ
た
︒

小
生
は
大
塩
平
八
郎
の
思
想
史
研
究
に
つ
い
て
は
明
る
く
は
な
い
の
だ
が
︑
こ
の
﹃
古
本
大
学
刮
目
﹄
に
限
っ
て
み
る
と
︑﹃
古
本
大
学
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刮
目
﹄
に
着
目
し
た
も
の
の
中
で
特
色
あ
る
も
の
を
挙
げ
る
と
︑
一
つ
は
宮
城
公
子
編
著
﹃
大
塩
中
斎
﹄︵﹁
日
本
の
名
著
﹂
二
七
︑
中
央

公
論
社
︑
昭
和
五
十
三
年
十
一
月
︶
で
あ
る
︒﹁
日
本
の
名
著
﹂
の
特
色
の
一
つ
は
︑
現
代
語
訳
を
読
者
に
提
供
し
た
こ
と
で
あ
る
︒
岩
波

書
店
刊
行
の
﹁
日
本
思
想
大
系
﹂
は
原
漢
文
を
書
き
下
し
文
に
し
︑
詳
し
い
註
釈
を
つ
け
て
紹
介
し
た
︒
井
上
哲
次
郎
・
蟹
江
義
丸
共
編

﹃
日
本
倫
理
彙
編
﹄
は
︑
原
漢
文
の
ま
ま
に
編
輯
刊
行
し
て
い
る
︒
明
治
期
に
は
木
版
本
の
出
版
が
な
お
盛
ん
で
あ
っ
た
が
︑
読
者
の
中
に

は
は
漢
籍
・
写
本
は
入
手
し
が
た
か
っ
た
︒
真
偽
が
定
か
で
な
い
ま
ま
に
流
布
し
て
い
た
も
の
も
あ
っ
た
︵
例
︑
熊
沢
蕃
山
︶︒
明
治
期
の

知
識
人
は
漢
学
の
素
養
が
深
か
っ
た
し
︑
又
﹁
国
漢
﹂︵
国
語
と
漢
文
︶
が
教
育
現
場
で
は
必
須
科
目
だ
っ
た
か
ら
︑
原
漢
文
の
ま
ま
で
も

読
み
こ
な
す
力
が
あ
っ
た
︒
所
が
敗
戦
の
後
︑
漢
学
は
旧
思
想
と
い
う
烙
印
が
押
さ
れ
︑
国
語
の
中
に
間
借
り
す
る
こ
と
に
な
り
︑
国
民

が
漢
籍
に
直
に
親
し
む
機
会
が
激
減
し
た
︒
研
究
者
で
さ
え
も
原
漢
文
を
読
み
こ
な
す
力
が
減
退
し
た
︒
勢
い
日
本
の
哲
学
資
源
を
紹
介

す
る
時
に
は
︑
ま
ず
は
書
き
下
し
文
に
さ
れ
︑
次
に
現
代
語
訳
さ
れ
て
紹
介
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
︒
漢
学
者
の
思
想
内
容
を

読
者
に
紹
介
す
る
上
で
は
大
き
な
功
績
で
あ
る
︒
特
に
日
本
の
伝
統
思
想
に
関
心
を
示
す
外
国
人
研
究
者
に
と
つ
て
は
︑
中
央
公
論
社
﹁
日

本
の
名
著
﹂
は
朗
報
で
あ
っ
た
︒
も
う
一
つ
は
森
田
康
夫
著
﹃
大
塩
平
八
郎
と
陽
明
学
﹄︵
日
本
史
研
究
叢
刊
︑
和
泉
書
院
︑
二
〇
〇
八

年
︶
で
あ
る
︒
大
塩
平
八
郎
と
陽
明
学
と
の
関
係
を
多
角
的
に
考
察
さ
れ
た
︒

こ
の
二
著
と
も
に
﹃
古
本
大
学
刮
目
﹄
を
分
析
し
て
お
ら
れ
る
︒
小
生
は
内
容
を
子
細
に
論
評
す
る
ゆ
と
り
が
な
い
の
で
︑
次
の
一
点

の
み
を
所
感
と
し
て
述
べ
て
お
き
た
い
︒

そ
れ
は
大
塩
平
八
郎
の
儒
学
思
想
を
開
示
す
る
際
に
用
い
た
鍵
概
念
で
あ
る
﹁
太
虚
﹂
に
つ
い
て
で
あ
る
︒
旧
来
︑
朱
子
の
理
気
論
な

ど
を
め
ぐ
っ
て
一
元
論
か
二
元
論
か
と
論
議
さ
れ
た
︒
ま
る
で
理
や
気
が
そ
れ
自
体
と
し
て
存
在
す
る
か
の
如
き
理
解
で
あ
っ
た
︒
特
に

｢

気
﹂
は
﹁
ガ
ス
状
の
も
の
﹂
と
云
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
︒
小
生
の
理
解
で
は
﹁
気
﹂
と
は
存
在
す
る
も
の
の
総
称
概
念
で
あ
り
︑﹁
気
﹂

と
い
う
元
素
の
如
き
も
の
が
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
︒﹁
理
﹂
と
は
存
在
し
現
象
す
る
﹁
気
﹂
の
在
り
方
を
云
う
の
で
あ
る
︒
明
治
期
に

紹
介
さ
れ
た
西
欧
哲
学
が
存
在
論
と
し
て
一
元
論
二
元
論
を
立
論
し
て
い
た
こ
と
の
影
響
下
に
︑
理
気
論
を
存
在
論
と
し
て
理
解
し
て
対
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抗
し
た
の
が
誤
読
の
初
め
で
あ
っ
た
の
か
︒﹁
心
﹂
と
は
肉
団
心
︵
心
臓
︶
で
は
な
い
と
述
べ
た
の
は
唐
代
の
禅
学
徒
で
あ
る
︵﹃
臨
済

録
﹄︒︶
こ
の
﹁
心
﹂
解
釈
は
新
儒
教
に
も
継
承
さ
れ
た
︒
人
間
を
実
践
・
実
存
主
体
と
措
定
す
る
際
の
総
称
鍵
概
念
で
あ
る
︒
ま
る
で

﹁
心
﹂
と
い
う
も
の
が
人
体
内
に
実
物
と
し
て
実
在
す
る
か
の
如
き
理
解
は
浅
解
で
あ
る
︒
そ
れ
を
象
徴
的
に
示
す
の
が
︑
山
井
湧
氏
の
気

の
哲
学
︑
理
の
哲
学
︑
心
の
哲
学
の
措
定
で
あ
る
︒
そ
の
余
風
は
払
拭
さ
れ
て
い
な
い
︒
宮
城
公
子
︑
森
田
康
夫
両
氏
が
大
塩
尾
平
八
郎
の

﹁
太
虚
﹂
思
想
の
解
析
に
は
示
唆
さ
れ
る
事
も
あ
る
の
だ
が
︑﹁
太
虚
﹂
そ
の
も
の
を
ま
る
で
一
物
で
あ
る
か
に
理
解
し
て
い
る
節
が
あ
る
︒

論
理
学
が
不
毛
で
あ
っ
た
中
国
の
新
儒
教
徒
の
心
性
論
は
読
み
が
た
い
の
だ
が
︑
そ
の
読
み
方
に
つ
い
て
は
︑
稿
を
改
め
て
考
え
て
み

た
い
︒


